
筋

二
十
六
番

節
五
紙

壷

∧

兵
庫
嚇
明
石
郡
太
久
保
村
酉
八
木
磯
風
の

獣
類
足
跡
北
看

鹿

間

時

夫

兵
雄
豚
明
石
市
の
西
方
海
岸
に
露
出
す
る
粘
土
'
砂

塵
の
地
暦
は
屡
々
獣
類
足
跡
を
印
し
有
名
で
あ
る
｡
其

等
は
既
に
昭
利
九
年
八
月
徳
永
､
寓
良
両
氏
に
よ
-
報

ぜ
ら
紅
ね
｡
其
の
後
同
年
九
月
､
紺
酉
を
襲
っ
た
大
暴

風
の
直
後
､
大
久
保
村
酉
八
木
海
岸
の
胡
座
ほ
て
p
又
も

や
新
し
い
足
跡
が
散
見
ruれ
､
二
十
三
日
に
は
明
石
中

撃
と
明
石
女
手
師
範
学
校
の
非
同
報
掘
が
行
は
れ
た
｡

私
は
明
石
女
子
師
範
は
離
さ
れ
た
藤
本
を
倉
橋

一
三
氏

の
御
好
意
に
よ
-
研
究
す
る
事
が
出
水
た
｡
以
下
之
に

就

い
て
記
す
｡

標
本
は
二
相
の
足
跡
で
同

一
の
泥
戚
岩
中
に
印
せ
ら

オT
で
居
る
｡
聞
く
所
に
依
る
と
多
数
の
足
跡
が
現
在
の

汀
線
と
平
行
に
走
っ
て
居
た
と
の
事
で
あ
る
｡
本
棟
本

(驚
異
参
照
)
は
其
の

一
部
で
あ
る
｡
便
宜
上
足
跡
を
A

淡
､
B
故
と
栴
す
る
｡
A
故
は
ほ
5,
反
対
方
向
に
二
佃

の
切
れ
込
み
(
a
と
b
)
を
有
す
る
｡

乱
と
Eq
鴎
と
は
平

行
で
あ
る
｡
A
淡
は
明
に
二
阿
踏
ま
れ
冶
も
の
で
t
は

i
J
反
封
方
向
は
進
ん
だ
足
跡
で
あ
る
ら
し
い
｡(
最
初
倉

橋
氏
に
よ
-
指
導
ru
れ
ね
)
大
n
は
徳
永
'
直
良
両
氏

所
報
の
中
八
木
産
の
足
跡

(
猪
鵜
に
非
ず
や
と
ru
れ
て

居
る
)
ほ
ほ
ゞ
匹
敵
す
る
｡
B
魂
は
敢
長
官
二
十
田
鶴

幅
約
五
十
九
粍
敢
泥
約
五
十
兆
で
あ
わ
t
A
魂
は
a
方

向
の
長
さ
約
六
十
四
粘
､
幅
五
十
粘
､
b
方
向
の
長
講

的
六
十
六
種
､
幅
五
十
托
､
敢
洗
六
十
種
で
あ
る
0
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り)イi女･(･紬範JT,ち蛇戚

は
､
ほ

.J

.gl紋
す
る
も
帖
は

瓜
の
約
や
分
で
あ
-
'
第
円

鈍
に
比
べ
れ
ば
'
叶
成
-
細

ユ

妄
い

0
滞

し
い
卦
は
'
切
れ
込
み

の
礎

い
印
と
足
跡
の
稚
い
棚

で
あ
る
｡
切
れ
込
み
即
ち
=9

跡
の
畔
の
部
分
は
A
挽

a
ほ

ほ
て
的
t.'-.粍
し
か
な

い
｡
之

は
元
凍
印
せ
ら
れ
LJ
か
っ
た

か
'
又
は
後
､
壊
れ
易

い
篤

め
､
陀
他
作
州
に
依
-
消
火

し
わ
か
此
れ
か
で
あ
る
.
派

い
輔
は
班
に
徳
永
'
爪
良
舶

氏
に
依
-
托
意
さ
れ
た
が
､

A
奴
は
班
に
1部
の
原
鞘
h
.失
っ
て
居
る
が
B
鋭
は
は

i,柁
樹
形
で
'
北
に
切
れ
込
み
極
め
て
渡
-
'
そ
の
部

分
が
柁
-
な
っ
て
居
る
｡
B
故
の
形
状
は
'
両
氏
桝
報

の
林
崎
新
川
孜

に
紡
梯
た

る
軌
が

あ
る
｡
但
し
･起
き

兵

帖
隊
列
1.6
郡
人
久
代
村
仲
八
木
接
見

の軟
料

地
跡

化
ポ

接
木
は
舶
泥
六
卜
純
に
通
し
'普
通
の
蹄
の
高
さ
の
三

二
.化
は
あ
る
｡
仙
し
鵬
氏
は
之
h
l以
て
木
氷
の
蹄
が
;-

高
で
あ
っ
LJ
篤
め
と
rJれ
て
依
る
が
､

叩
な
る
想
像
で

あ
ら
う
O
洋
-
突
入
し
て
C
.じ
ね
と
も
解
柁
rJ
れ
る
.

fI.光

四
九



地

政

鮮
二
十
六
各

此
の
突
入
度
と
切
れ
込
み
の
長
短
に
閥
係
が
あ
る
の
で

は
あ
る
憩
い
か
O
普
通
泥
や
雪
の
上
に
印
せ
ら
れ
る
偶

蹄
瓶
の
足
跡
ほ
か
J
る
切
れ
込
み
の
浅
い
も
の
は
見
ら

れ
な
い
｡
左
右
耽
れ
か
は
決
定
出
凍
難

い
｡

本
足
跡
の
iE
股
は
興
味
が
あ
る
が
p
嘩
形
p
保
存
程

度
､
突
入
状
態
其
他
修
件
が
可
成
力
複
酢
で
確
言
班
凍

な
い
｡
然
し
凡
を
足
跡
は
よ
み
P
其
の
何
獣
た
る
や
見

常
つ
け
る
罫
は
p
之
狩
猟
家
の
大
切
在
る
魯
織
の

一
部

で
.
ネ
ル
ソ
ン
の
著
述
は
多
数
の
足
跡
を
閲
示
し
p
薯

ナ
,A-7.
シ
ハヤ
7,1

際
的
ほ
興

味
が
洗
い
｡
氏
に
よ
る
と
七倍
歩

｡
速

歩

｡
斬
歩

等
で
夫
々
足
跡
が
薫
っ
て
凍
る
｡

一
般
に
走
る
場
食
は

両
蹄
間
の
間
隔
切
れ
込
み
が
大
と
夜
わ
'
又
前
跡
と
後

脚
の
距
離
も
大
と
な
る
ら
し
い
.
又
後
跡
は

l,
蚊
に
前

跡
よ
-,hも
p
左
右
蹄
間
.
間
隔
(
切
れ
込
み
)
が
大
の
棟

で
あ
っ
て
'
徳
永
､
高
良
両
氏
朗
報
の
中
八
木
足
跡
は

恐
ら
-
後
跡
で
あ
る
か
も
知
れ
夜
い
｡
又
牛
､
庇
､
猪

等
の
比
跡
は
新
鮮
を
場
合
(
泥
､
砂
､
雪
等
の
上
)
に
は
蹄

先
が
尖
る
｡
本
標
本
は
之
を
現
衣
の
足
跡
と
比
較
し
て

も
'

.t
寸
判
定
に
苦
し
ひ
が
'
太
さ
､
帥
長
い
鮎
其

他

賂
五
班

員
O

五
〇

よ
ら
し
で
牛
p
玲
羊
､
猪
等
よ
わ
は
.
庇
に
近
い
様
に

愚
は
れ
る
｡

之
等
の
足
跡
の
中
p
中
八
木
産
の
も
の
は
洪
積
舵
に

属
し
､林
崎
と
西
八
木
の
は
共
に
鮮
新
銃
に
属
す
る
.
林

幅
の
方
が
暦
位
的
に
下
位
で
あ
る
｡
但
足
跡
は
耽
れ
も

斬
新
.洪
積
嗣
続
開
不
整
金
柑
は
あ
ゎ
P
足
跡
の
印
せ
ら

れ
た
泥
板
岩
の
上
は
砂
磯
暦
で
あ
み
､
其
の
下
部
は
酸

化
銀
で
固
化
n
れ
て
居
る
｡(
穂
水
.
世
良
両
氏
も
観
察

n
れ
て
屠
る
)
所
で
足
跡
の
出
来
た
時
代
で
あ
る
が
p

之
は
泥
板
岩
堆
積
後
(時
代
は
鮮
新
世
又
は
洪
積
世
)I

未
だ
充
分
に
固
ま
ら
な
か
っ
た
時
に
違
ひ
な
い
｡
足
跡

上
の
砂
磯
は
.
化
石
の
上
よ
身
中
部
洪
積
世
よ
わ
若
-

な

い
か
ら
P
夫
ま
で
の
出
茶
事
で
あ
る
｡
一
膝
に
湖
沼
の

水
が
深
度
約

1
兼
任
と
在
る
と
急
は
酸
化
蛾
の
沈
澱
を

見
る
と
の
事
で
あ
る
が
'
明
石
の

例
は
其
の
温
度
に
至

ら
ぬ
ま
で
に
砂
磯
で
埋
め
ら
れ
た
の
か
知
れ
な

い
｡
そ

し
て
一
光
内
外
で
は
､
鹿
の
如
き

中
気
で
渡
渉
し
得
る

の
で
あ
る
｡
之
は
l.
衝
､
粘
土
の
固

化
度
に
紬
係
す
る
｡

岩
手
煤
花
巻
の
土
樺
潜
泥
振
岩
上
に
印
せ
ら
れ
た
足



跡
は
蝿
と

ruれ

(
槻
木
は
兼
北
帝
大
排
撃
邦
地
異
撃
満

堂
物
撃
教
室
は
あ
-
)
時
代
と
云
払
保
存
状
態
と
云
ひ

奇
妙
に
も
明
石
の
足
跡
と
数
似
し
て
居
る
｡

末
筆
は
際
し
御
指
導
を
番
う
し
た
欠
部
先
生
と
､
種

本
の
研
究
を
許
r
u
れ
た
倉
橋

二
二
氏
'
中
八
木
足
跡
襟

本
を
和
見
せ
下
r
Jつ
た
寓
良
信
夫
氏
等
の
御
好
意
を
戚

謝
致
し
ir<す
o

文

献

)
92
8
.
蹄
藤
文
雄

･:(
手
噛
北
港
胡
桃
化
石
産
地
附
妃
の
地
封

地
撰

郁
徳

四
十

懲

1934,徳
永

茄

煉

t

iEJ
良

信
夫

兵
棚
櫛
明
石
村
外
に
て
政
見
の
秋
和

足
跡
化
石

地
武
串
郁
試

四
十

.I
谷

19
16
.
E
.
惑
1.
N
e
tson
W
itd
A

n
im
a
ls
o
f

N
orth
A
m
eric
a
.

関

節

三

鐸

火

山

学

説

史

二
'
中

世

中
世
期
前
車
に
於

い
て
は
酉
洋
に
知
ら
れ
た
火
山
現

象

の
郵
基
は
只
ア
ラ
''3j
ヤ
人
に
よ
っ
て
ア
ラ
ビ
ヤ
､

ペ

ル
シ
ャ
､
及
び
ス

ン
ダ
諸
島

(S
t
lnd
a
in

se
tn
)
は
購
張

せ
ら
れ
ね
に
過
ぎ

ず
p
思
考
進

路に
新

方
向
を
奥

へ
た

新
都
趣

は
何
等
無

っ
カ
の
で
あ
る
｡
中
世
の
中
頃
に
在

っ
て
始

め
て
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
(Is
la
n
d
)
の
そ
の
終
わ
頃

火

山

設

鮮

血

ほ
カ
ナ

リ
ー
(K
a
n
a
r
e
n
)
及
び
ア
ブ

レ
ス
(
A

z
o
Ten)の

火
山
匿
域
が
キ
-

ス

ト

敢
闘
の
撃
者
達
の
硯
鼎

に
登
場

し
､
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
氷
河
の
流
､
烈
し

い
爆
磯
惨
事

や
熔
岩
流
出
の
如
-
多
数
の
新
様
式
の
現
象
が
知
ら
れ

る
藻
に
な

っ
た
に
も
殉
は
ら
ず
'
火
山
作
用
の
本
贋
に

就

い
て
の
獅
粋
に
何
等

の
担
化
も
79
た
ら
rJ
れ
な
か
っ

た
○

票

1

充

1I


